
二

前
号
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
該
当
す
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
都
道
府
県
等
（
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）が
当
該
事
業
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
認
め
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

前
号
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
額
の
う
ち
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
こ
と
。

ロ

前
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、
前
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

ハ

都
道
府
県
等
（
法
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
当
該
事
業
に
よ

る
支
援
が
必
要
と
認
め
る
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
五
条

法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。

第
五
条

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。

（
法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
）

（
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
）

第
六
条

法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
六
条

法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
七
条

法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
月
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
都
道
府
県
等
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
都
道
府
県
等
が
定

め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
月
を
超
え
な
い
期
間
と
す
る
。

た
だ
し
、
都
道
府
県
等
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
都
道
府
県
等
が
定

め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
八
条

法
第
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
衣
類
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む

の
に
必
要
と
な
る
物
資
の
貸
与
又
は
提
供
と
す
る
。

第
八
条

法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
衣
類
そ
の
他
の
日
常
生
活
を
営
む

の
に
必
要
と
な
る
物
資
の
貸
与
又
は
提
供
と
す
る
。

（
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

（
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
九
条

法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を

適
切
、
公
正
、
中
立
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法

人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
都
道
府
県
等
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を

適
切
、
公
正
、
中
立
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法

人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
都
道
府
県
等
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
）

（
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
）

第
十
条

法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
十
条

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
活
困
窮
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

（
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

（
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
）

第
十
九
条

法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能

力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
生
活
支
援
並
び
に
健
康
管
理
の
指
導
等
（
以
下
「
就
労
等
の
支
援
」
と
い

う
。）と
す
る
。

第
十
九
条

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
は
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力

の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
生
活
支
援
並
び
に
健
康
管
理
の
指
導
等
（
以
下「
就
労
等
の
支
援
」と
い
う
。）

と
す
る
。

（
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
認
定
の
手
続
）

（
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
認
定
の
手
続
）

第
二
十
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業

認
定
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
が
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
生
活
困
窮

者
就
労
訓
練
事
業
の
経
営
地
の
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十

二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
。
以
下

「
管
轄
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
認

定
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
が
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
生
活
困
窮
者

就
労
訓
練
事
業
の
経
営
地
の
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二

第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
又
は
中
核
市
の
長
。以
下「
管

轄
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
認
定
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
及
び
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
長
が
定
め
る
書
類
の
提
出
は
、
当
該
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
経
営
地
の
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
市
等
（
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
都
市
及
び
中
核
市
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
長
を
経

由
し
て
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
新
設
）
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